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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
本 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
特
別

講
義
「
傾
聴
法
入
門
」
は
十
二

月
六
日
、
４
号
館
講
堂
で
行
わ

れ
、
金
沢
大
学
大
学
院
の
村
上

雅
子
助
教
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
基
本
で
あ
る
傾
聴
法
に
つ
い

て
解
説
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。 

 

村
上
助
教
は
、
図
形
の
並
び

方
を
受
講
者
に
向
け
て
説
明
す

る
場
合
と
背
中
向
き
で
説
明
す

る
場
合
の
違
い
を
通
じ
、「
意
思

の
疎
通
は
双
方
向
。
ク
ラ
イ
ア 

ン
ト
が
自 

分
の
話
を 

ち
ゃ
ん
と 

聞
い
て
も 

ら
え
て
い 

る
と
感
じ 

る
こ
と
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

基
本
で
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。 

 

風
景
・
文
化
」
な
ど
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
パ
ネ

ル
や
動
画
、
和
紙
の
ラ
ン
プ
な

ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
屋
ゼ
ミ
展
で
は
、「
ペ
ン
ギ

ン
カ
フ
ェ
計
画
」
「m

om
ent

（
瞬
間
）
」
「m

ountain

の
玩

具
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

デ
ザ
イ
ン
し
た
ポ
ス
タ
ー
、
ビ

デ
オ
や
グ
ッ
ズ
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
高
田

伸
彦
教
授
の
研
究
室
展
お
よ
び

高
屋
喜
久
子
准
教
授
の
ゼ
ミ
展

は
十
二
月
十
四
日
か
ら
十
六
日

ま
で
、
い
ず
れ
も
金
沢
市
片
町

の
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
い
し
か
わ

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

高
田
研
究
室
展
で
は
、「
地
球

環
境
を
考
え
る
」「
和
紙
と
光
の

や
す
ら
ぎ
」「
金
沢
の
町
並
み
・ 

 

 
高屋ゼミの学生作品 
＝アートシアターいしかわ  

多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
制
作
並
ぶ 

美
術
文
化
学
部 

高
田
、
高
屋
ゼ
ミ
展 

角
尾
監
督
に
助
言
を
受
け
る
高

橋
選
手
（
左
）
＝
屋
内
練
習
場  

 

金
沢
学
院
大
学
日
本
史
研
究

会
の
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

域
に
お
け
る
歴
史
資
料
調
査
が

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
の

「
地
域
貢
献
型
学
生
プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト
モ
デ
ル
事
例
」
と
し
て
助

成
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。 

 

助
成
額
は
十
五
万
円
で
、
日

本
史
研
究
会
は
こ
れ
を
元
に
一 

 

高
田
研
究
室
の
作
品
展
示 

息の合った音色披露 
大学・短大吹奏楽部演奏会 

 金沢学院大学・短期大学吹奏楽

部の第 13 回定期演奏会＝写真下

＝は 12 月 9 日、金沢市の石川県

文教会館で開かれました。現役部

員に卒業生も加わって息の合った

演奏を披露しました。 
 日本ブラスバンド指導者協会の

五十嵐清理事の指揮の下、アニメ

映画のメドレー曲などを演奏し、

拍手を受けました。 

学
生
向
け
交
通
安
全
講
習 

 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大
学

の
交
通
安
全
講
習
は
十
二
月
十

八
日
、４
号
館
講
堂
で
行
わ
れ
、

参
加
し
た
学
生
三
百
六
十
人
に

対
し
車
と
バ
イ
ク
の
安
全
運
転

に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
ま
し

た
。
学
生
の
関
係
す
る
交
通
死 

傷
事
故
が
多 

発
し
て
い
る 

こ
と
か
ら
開 

か
れ
ま
し 

た
。
白
バ
イ 

隊
員
に
よ
る 

バ
イ
ク
の
乗 

り
方
指
導
も 

行
わ
れ
ま
し 

た
＝
写
真
。 

ギ
ュ
ラ
ー
に
定
着
し
ま
し
た
。 

 

１
７
３
㌢
、
68
㌔
と
小
柄
な

が
ら
、
好
守
、
俊
足
を
誇
り
、

送
り
バ
ン
ト
な
ど
も
確
実
に
こ

な
す
器
用
さ
が
買
わ
れ
て
、
ド

ラ
フ
ト
指
名
を
受
け
ま
し
た
。 

 

角
尾
貴
宏
監
督
は
「
ミ
リ
オ

ン
ス
タ
ー
ズ
に
入
る
こ
と
が
目

標
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
次

の
ス
タ
ー
ト
。
け
が
に
気
を
付

け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
て
い
ま
す
。 

高
橋
選
手
は
１
月
６
日
か
ら

ミ
リ
オ
ン
ス
タ
ー
ズ
の
自
主
ト

レ
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０ 

 

金
沢
学
院
大
学
硬
式
野
球
部
で
活
躍
し
た
高
橋
将
一
郎
選
手

（
22
）
が
こ
の
ほ
ど
、
北
信
越
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
の
石
川
ミ
リ
オ
ン

ス
タ
ー
ズ
か
ら
ド
ラ
フ
ト
指
名
を
受
け
、
来
季
の
入
団
が
決
ま

り
ま
し
た
。
同
野
球
部
か
ら
の
プ
ロ
入
り
は
初
め
て
。
高
橋
選

手
は
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
活
躍
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
（
プ
ロ
野
球

セ
・
パ
リ
ー
グ
入
り
）
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

大
学
野
球
部
・
高
橋
選
手 

ミ
リ
オ
ン
Ｓ
入
り 

 

高
橋
選
手
は
、
東
京
・
世

田
谷
学
園
高
校
で
キ
ャ
プ
テ

ン
を
務
め
ま
し
た
。
大
学
入

学
後
は
１
年
の
春
か
ら
ペ
ン

チ
入
り
、
２
年
の
秋
に
は
レ 

▼打撃練習を

する高橋選手 
＝金沢学院屋

内練習場 

 

月
八
、
九
日
、
穴
水
町
の
能
登

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

同
町
歴
史
民
族
資
料
館
に
寄
贈

さ
れ
た
「
中
橋
家
文
書
」（
天
領

大
庄
屋
）
の
調
査
・
整
理
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

調
査
に
は
研
究
会
員
の
学

生
、
Ｏ
Ｂ
と
顧
問
教
員
合
わ
せ

て
二
十
一
人
が
参
加
す
る
予
定

で
す
。 

能
登
被
災
地
の
歴
史
資
料
調
査 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
助
成
事
業
に 

学
院
大
の
日
本
史
研
究
会
活
動 

発
行
・
広
報
室 

 

 


